
再
興
第
99
回
院
展
が

５
月
９
日
か
ら
江
津
市

桜
江
町
の
今
井
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
。
日
本
美
術
院
の

公
募
に
よ
る
国
内
屈
指
の
美
術
展

で
、
毎
年
９
月
の
東
京
を
皮
切
り

に
全
国
主
要
都
市
を
巡
回
し
、
今

井
美
術
館
で
の
開
催
は
９
回
目
を

迎
え
た
▼
地
方
の
私
設
美
術
館
で

の
開
催
は
稀
有
な
こ
と
で
あ
り
、

関
係
者
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
の
賜

物
と
言
え
る
。
同
館
は
今
年
で
開

館
20
周
年
を
迎
え
た
▼
本
校
放
送

部
で
は
、
そ
の
思
い
を
伝
え
る
べ

く
今
井
美
術
館
を
取
材
し
て
番
組

を
制
作
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
品
し
た
こ
と
も
あ
る
▼

今
年
も
、
松
江
市
出
身
の
宮
廻
正

明
氏(

東
京
芸
術
大
学
院
教
授)

な

ど
の
同
人
作
品
を
は
じ
め
、
受
賞

入
選
作
品
な
ど
、
新
作
66
点
が
一

堂
に
会
し
た
▼
「
山
陰
中
央
新
報
」

の
記
事
に
よ
る
と
、
宮
廻
正
明
氏

は
江
津
市
内
の
中
学
校
で
の
講
演

会
で
、
大
学
入
学
時
の
デ
ザ
イ
ン

専
攻
か
ら
途
中
で
日
本
画
の
世
界

に
転
向
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、

「
人
が
１
時
間
描
く
と
こ
ろ
を
自

分
は
10
時
間
描
い
た
」
こ
と
を
強

調
し
て
、
挑
戦
の
気
持
ち
を
大
切

に
す
る
よ
う
中
学
生
に
説
い
た
▼

今
年
も
三
刀
屋
高
校
で
は
「
情
報

モ
ラ
ル
講
演
会
」
を
開
催
し(

本

紙
４
面
参
照)

、
ス
マ
ホ
や
携
帯

利
用
に
つ
い
て
の
注
意
を
喚
起
し

た
が
、
自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た

め
に
は
時
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

夢
に
向
か
う
時
間
を
生
み
出
す
術

を
本
校
生
徒
に
も
身
に
つ
け
て
も

ら
い
た
い
と
感
じ
さ
せ
る
宮
廻
氏

の
言
葉
だ
っ
た
。

(

編
集
長
記)

（１）第95号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）5月20日(水)
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時
間
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出
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▼

…
職
業
調
べ
で
は
自
分

た
ち
で
調
べ
た
り
ま
と
め
た

り
し
て
、
職
業
に
つ
い
て
詳

し
く
知
れ
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
調
べ
学

習
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
学
級
や
学
年

全
体
で
発
表
す
る
こ
と
で
、

調
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
皆
で

共
有
で
き
る
の
で
良
い
と
思

い
ま
す
。
部
屋
の
メ
ン
バ
ー

や
ク
ラ
ス
・
学
年
の
皆
と
仲

が
深
ま
っ
た
と
思
う
の
で
、

良
い
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

▼
「
人
と
話
す
・
聞
く
」
こ

と
で
得
る
こ
と
の
で
き
る
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
「
ど
う
よ
り

良
く
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
？
」

考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
…

▼

…
人
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
し
ま
し
た

が
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
な
ど
を
通
じ
、

全
体
で
行
動
し
た
り
す
る
上

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
と
て
も
大
切
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

フ
レ

ッ
シ

ュ
マ

ン
セ

ミ
ナ

ー
を

振
り

返
り

、
今

後

の
高

校
生

活
に

活
か

し
て

い
き

た
い

こ
と

は
？

（
１

年
生

の
感

想
）

三高キャリア教育

入学から２週間後・２泊３日in三瓶
序
章
は

日々の学習のモチベーションを高める！

新
入
生
は
４
月
23
日
（
木
）
か
ら

の
３
日
間
、
大
田
市
の
三
瓶
青
少
年

交
流
の
家
で
２
泊
３
日
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
三
高
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
本
格
的
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。本

頁
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
本
校

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
１
年
次
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
の
「
仕
事
調

べ
」
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
視
野
を
広
げ
、
自
分
の
夢
を
描

く
一
つ
の
き
っ
か
け
作
り
の
場
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
き
っ
か
け
作

り
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
が
三

刀
屋
高
校
総
合
学
科
と
も
言
え
ま
す
。

た
た
、
そ
の
き
っ
か
け
を
掴
ん
で

自
分
の
も
の
に
で
き
る
か
否
か
も
能

力
で
あ
り
、
自
身
の
ア
ン
テ
ナ
を
柔

軟
に
広
げ
た
三
高
生
の
セ
レ
ン
デ
ィ

ピ
テ
ィ
（
思
わ
ぬ
発
見
を
す
る
能
力
、

昨
年
10
月
88
号
コ
ラ
ム
参
照
）
に
も

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
日
目

入所式・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

アイス・ブレイキング

進路適性検査

仕事調べ①(個人)

マップ講座

仕事調べ②(班活動)

学習・面談

２
日
目

仕事調べ②(班活動)

仕事調べ③(ｸﾗｽ発表)

仕事調べ④(学年発表)

校歌練習

学習・面談

３
日
目

登山

感想文・ｱﾝｹｰﾄ

退所式

(４／２３～２５)

今回の柱は「仕事調べ」

学
校
の
図
書
館
や
進
路
指
導
部
に

備
え
て
い
る
職
業
調
べ
の
参
考
図
書

も
持
ち
込
ん
で
（
写
真
左
）
、
今
回

は
「
仕
事
調
べ
」
が
メ
イ
ン
研
修
。

高校６８期生
雲南夢発見伝

フレッシュマンセミナー

最終日の三瓶登山

パワーポイントでの発表会

▽
昨
年
度
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
よ

り
（
昨
年
度
１
年
保
護
者
の
声
）

将
来
の
職
業
、
何
が
し
た
い
の
か
、

自
分
に
あ
っ
て
い
る
か
が
、
ま
だ
分

か
ら
な
い
の
で
、
こ
の
教
科
が
得
意

と
か
、
好
き
！
の
先
に
、
い
っ
た
い

ど
う
い
う
職
業
が
あ
る
の
か
、
ど
う

い
う
分
野
が
あ
る
の
か
、
具
体
的
に

教
え
て
ほ
し
い
。
本
人
も
ま
だ
目
標

が
決
ま
ら
な
い
様
子
（
原
文
の
ま
ま
）
。



野 球

平成27年度島根県高等学校春季野球大会

中部地区予選

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ｒ

三刀屋 ０ １ ０ ０ ０ ５ １ ７

出雲農林 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１回戦

２回戦

4/17(金) 21日(火)（ 県立浜山球場 ）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

卓

球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

柔

道

剣

道

陸
上
競
技

【女子】準決勝

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ Ｒ

大 社 ０ １ ０ ０ ０ ０ １

三刀屋 １ １ ０ ３ １ 3× ９

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ Ｒ

三刀屋 ０ ０ ０ ０ １ ４ ４ ９

大 東 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ｒ

三刀屋 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２

出業工業 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ２ × ３

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ Ｒ

三刀屋 ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ３

安 来 ３ ０ ０ １ ０ ０ × ４

2015年（平成27年）5月21日(木) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第95号（２）

（
４
／
11
、
出
雲
市
）

▼
一
般
男
子
走
幅
跳

山
田
幹
（
２
年
）

９
位

▼
一
般
男
子
や
り
投
げ

景
山
渉
（
３
年
）

５
位

▼
高
校
男
子
円
盤
投
げ

勝
葉
航
平
（
３
年
）

６
位

出
雲
陸
上
競
技
大
会

タ
フ
な
競
技
シ
ー
ズ
ン
開
幕

／

男
子
投
て
き
陣
が
善
戦

全
山
陰
陸
上
競
技
大
会

（
４
／
25
～
26
、
松
江
市
）

▼
一
般
男
子
走
幅
跳

山
田
幹

11
位

▼
高
校
男
子
円
盤
投
げ

勝
葉
航
平

４
位

島
根
陸
上
競
技
選
手
権

（
５
／
３
～
４
、
出
雲
市
）

▼
高
校
男
子
円
盤
投
げ

勝
葉
航
平

５
位

大
会
ご
と
に
自
己
ベ
ス
ト
更
新

勝
葉
さ
ん
に
も
期
待

（
４
／
10
、
浜
田
高
校
）

嬉
し
い
公
式
戦
初
勝
利
（
女
子
）

（
４
／
18
～
19
、
浜
山
体
育
館
）

【
男
子
団
体
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
④
情
報
科
学

（
４
／
17
～
19
、
松
江
市
）

【
男
子
】

▼
予
選
グ
ル
ー
プ
戦

三
刀
屋
・
情
報
科
学

０
‐
２
出
雲

三
刀
屋
・
情
報
科
学

０
‐
２
松
江
工
業

今
回
は
本
校
男
子
の
３
年
３
名

と
情
報
科
学
高
の
合
同
チ
ー
ム
で

出
場
し
た
が
、
情
報
科
学
高
校
に

は
新
入
生
が
入
部
し
た
た
め
、
残

念
な
が
ら
三
刀
屋
は
県
総
体
出
場

を
断
念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
女
子
】

▼
予
選
グ
ル
ー
プ
戦

三
刀
屋
②
‐
１
平
田

三
刀
屋
０
‐
②
安
来

（
４
／
24
～
26
、
益
田
市
）

【
男
子
団
体
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
③
益
田
翔
陽

【
女
子
団
体
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
③
松
江
東

【女子】決勝

【男子】決勝

（
４
／
25
、
松
江
市
）

【
男
子
団
体
】

▼
予
選
リ
ー
グ

三
刀
屋
１
‐
④
出
雲

三
刀
屋
１
‐
④
邇
摩

三
刀
屋
２
‐
③
益
田
翔
陽

【
男
子
個
人
】

奥
井
さ
ん
中
国
大
会
出
場
へ

▼
１
０
０
㎏
級

奥
井
大
勢
（
３
年
）

６
位

※
６
月
14
日
に
出
雲
市
の
県
立

浜
山
体
育
館
（
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
）

で
開
催
さ
れ
る
中
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

投打が噛み合って圧勝！県予選

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ Ｒ

三刀屋 ２ ０ ０ ０ ３ ０ １ ６

津山商 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

中国大会
(5/8～9、尾道市御調ソフトボール場)

【女子】１回戦

岡山３位

【女子】１回戦

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ Ｒ

三刀屋 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

下関短付 １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２

山口１位

【男子】１回戦

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ Ｒ

御 調 ４ ２ ３ ０ ５ 14

三刀屋 ０ ０ ０ ０ ０ ０

女子初戦突破

広島１位(今大会優勝)全国屈指の好投手に力及ばず

【
女
子
団
体
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
０
‐
③
浜
田

【
男
子
団
体
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
③
‐
０
矢
上

▼
２
回
戦

三
刀
屋
０
‐
③
松
江
北

【女子】２回戦 三刀屋20－0明誠(5回コールド)

女子

（4／25～26

出雲市）
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

【
女
子
】

▼
１
回
戦

三
刀
屋
64
‐
44
出
雲
農
林

▼
２
回
戦

三
刀
屋
40
‐
105
明
誠

【
男
子
】

▼
１
回
戦

第
１
Ｑ
16
点
差
の
劣
勢
か
ら

大
逆
転
の
粘
り
腰

三
刀
屋
67
‐
59
出
雲
西

▼
２
回
戦

三
刀
屋
48
‐
73
松
江
北

(4/18、22安来高校)



卓 球陸上競技

第
53
回

■前期：５／２９(金)～３１(日)
陸上競技・柔道・サッカー

■後期：６／４(木)～７(日)
卓球・バレーボール・サッカー・ソフトテニス

バスケットボール・ソフトボール・剣道・水泳

（本校関係競技分のみ記載。開催日は競技によって異なります。）

バレーボール

ソフトテニス

柔 道

サッカー

バスケットボール

ソフトボール

剣 道

（県立浜山公園陸上競技場）

（益田市民体育館）

男子→対 出雲農林

（県立浜山公園テニス場）

男子→対 大社

女子→対 大社

（大社高校）

女子→対 津和野

（松江市総合体育館）

男子→対 飯南

女子→対 大東

※各部の抱負や試合日程の詳細については、生徒会

が発行する「三高ＮＯＷ」をご覧ください。

（浜田商業高校）

男子→対 安来

女子→対 江津

（県立石見武道館）

男子→対 浜田

（浜田市内各会場）

男子→対 出雲北陵

（浜田市内各会場）

男子→対 江津工業

女子→対 出雲西

恩田校長の高校時代？

写
真
は
昨
年
の
壮
行
式

水 泳

（県立水泳プール）

各競技会場 （ 本校生徒の出場競技分のみ ）

・「対○○」は、団体競技(団体戦)の初戦の対戦校。

昨年の総体期間中は本紙編集担当者が試合会場を巡って取材しましたが、今年度は諸般の都合により取材を断念しました。

そのため、各会場で応援される保護者の皆様にお願いです。可能な範囲で、熱戦を伝える写真のご提供をお願いします。

(集合写真以外の試合中の写真をお願いします。詳細は部の顧問か三刀屋高校総務部へお問い合わせください。)

編集長からの
お願いです

少林寺拳法

（３）第95号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）5月21日(木)

5月24日、インターハイ出場選手

選考会が鳥取県で合同開催の予定。



※ 島根県東部の全市町
と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともに

シリーズ

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校

第 １ ２回

錦
織
良
成
監
督
映
画
『
た
た
ら
侍
』
を
勝
手
に
応
援
す
る
シ
リ
ー
ズ

斐

伊

川

物
語
第
11
回

今昔

鉄
穴
流
し
の
手
法
で
開
い
た
「
流
し
田
」

た
た
ら
製
鉄
が
行
わ
れ
た
地

域
の
棚
田
が
す
べ
て
鉄
穴
流
し

の
跡
地
利
用
に
起
因
す
る
も
の

で
は
な
い
。
鉄
穴
流
し
の
手
法

を
用
い
て
、
砂
鉄
採
取
を
目
的

と
せ
ず
に
最
初
か
ら
耕
地
開
発

を
め
ざ
し
た
新
田
開
発
も
多
い
。

「
流
し
田
」
と
も
呼
ば
れ
た
こ

の
手
法
は
、
機
械
の
な
か
っ
た

時
代
の
合
理
的
な
新
田
開
発
法

だ
っ
た
。
そ
れ
は
江
戸
時
代
ま

で
の
よ
う
な
昔
々
の
話
で
は
な

く
、
昭
和
の
時
代
に
も
あ
っ
た
。

一
枚
一
枚
の
田
ん
ぼ
が
鉄
穴
流

し
の
跡
地
利
用
に
よ
る
も
の
か
、

「
流
し
田
」
に
よ
る
も
の
な
の

か
の
記
録
は
な
く
、
言
い
伝
え

や
古
老
の
記
憶
に
頼
る
し
か
な

い
場
合
が
多
い
。
昭
和
47
年
の

水
質
汚
濁
防
止
法
で
全
面
禁
止

と
な
る
ま
で
続
い
た
鉄
穴
流
し

の
様
子
を
含
め
て
、
現
在
は
古

老
の
証
言
で
確
認
で
き
る
最
後

の
時
代
か
も
し
れ
な
い
。
島
根

大
学
の
学
生
は
奥
出
雲
町
の
三

沢
地
区
で
、
鉄
穴
流
し
に
関
わ
っ

た
人
々
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
て
記
録
に
残
そ
う
と
し
て

い
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

写
真
は
、
Ｊ
Ｒ
荒
島
駅
の
す

ぐ
西
隣
に
位
置
す
る
「
卜
藏
新

ぼ
く
ら

田
」
。
江
戸
時
代
中
期
に
奥
出

雲
の
四
大
鉄
師
に
数
え
ら
れ
た

ト
藏
家
出
身
の
孫
三
郎
が
こ
の

ぼ
く
ら

地
に
移
り
住
み
、
鉄
穴
流
し
の

手
法
を
用
い
て
こ
こ
に
あ
っ
た

日
白
池
を
16
年
か
け
て
埋
め
立

ひ
じ
ら

て
た
場
所
だ
。

鉄
穴
流
し
は
こ
の
よ
う
に
土
木

技
術
の
発
展
、
生
産
力
拡
大
に
寄

与
し
た
が
、
斐
伊
川
水
系
の
各
河

川
流
域
で
は
更
に
大
規
模
な
新
田

開
発
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
河
川

流
路
を
人
工
的
に
変
え
る
「
川

違
え
（
か
わ
た
が
え
）
」
だ
。

６
月
号
と
７
月
号
で
は
、
航
空

写
真
で
も
視
認
し
や
す
い
斐
伊

川
水
系
の
川
違
え
の
事
例
を
紹

介
し
た
い
。

中海

古
代
王
陵
の
丘

西
安
来
市
荒
島
の
古
代
王
陵
の
丘
公
園
の
西
に
広
が
る
現
在
の
卜
藏
新
田
。

下
は
埋
め
立
て
の
よ
う
す
を
紹
介
す
る
現
地
の
案
内
板
の
一
部
。
王
陵
の
丘

公
園
に
は
、
土
砂
を
流
し
た
木
樋
が
復
元
展
示
さ
れ
て
い
る
。

卜藏新田

JR山陰線↑(荒島駅の西側)と国道9号線
(写真は安来市所有)

先
ご
ろ
出
版
さ
れ
た

左
の
表
紙
の
『
斐
伊
川

百
科
』
を
、
三
刀
屋
高

校
だ
よ
り
「
蒼
雲
」
を
お
読
み
い

た
だ
い
て
い
る
と
い
う
方
よ
り
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
（
匿
名
希

望
）
。
シ
リ
ー
ズ
「
斐

伊
川
今
昔
物
語
」
の
参

考
に
と
、
わ
ざ
わ
ざ
ご

来
校
頂
き
ま
し
た
。
紙

上
を
借
り
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

本
書
は
、
島
根
大
学

の
人
気
授
業
「
フ
ィ
ー

ル
ド
で
学
ぶ
『
斐
伊
川

百
科
』
」
を
書
籍
に
ま

な
る
か
世
界
遺
産
正
式
登
録
？
「
明
治
の
産
業
革
命
遺
産
」

そ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
あ
る
の
が
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
歴
史
で
す

寄贈

雲
南
市
は
、
今
年
も
10
月
に
予

定
す
る
「
『
夢
』
発
見
ウ
ィ
ー
ク
」
、

市
内
中
学
３
年
生
の
職
場
体
験
学

習
の
受
入
れ
事
業
所
を
先
月
末
ま

で
募
集
し
ま
し
た
。
「
『
夢
』
発

見
ウ
ィ
ー
ク
」
と
は
、
市
内
７
中

学
校
の
３
年
生
約
３
５
０
名
が
同

一
日
程
で
職
場
体
験
学
習
を
実
施

し
、
実
際
に
働
く
こ
と
を
通
し
て

「
社
会
で
た
く
ま
し
く
生
き
ぬ
く

力
」
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
10

月
６
日

（
火
）
か
ら
の
３
日
間
が
予
定
さ

れ
、
一
事
業
所
当
た
り
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
市
教
委
で
は
１
８
０

事
業
所
の
参
加
を
目
標
に
先
月
末

ま
で
募
集
し
ま
し
た
（
平
成
26
年

度
実
績
１
６
６
か
所
）
。
あ
ら
た

め
て
そ
の
数
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ

る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
の
ご

支
援
の
厚
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
意
識
が
強
い
が
故
に
実
現
で
き

る
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

10
月
は
、
三
刀
屋
高
校
１
年
生

も
「
地
域
産
業
研
究
」
実
習(

イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ)

を
予
定
し
て

お
り
、
２
学
期
初
め
に
生
徒
自
身

が
実
習
希
望
先
に
ア
ポ
取
り
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ほ
ぼ
同

じ
時
期
に
中
学
生
と
と
も
に
高
校

生
も
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
各
事
業
所
に
と
っ
て
も
大
き

な
ご
負
担
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

雲
南
市
で
は
こ
の
ほ
か
、
島
根

大
学
の
「
中
山
間
地
域
フ
ィ
ー
ル

中高生のインターンシップ
(10月実施)

受け入れに感謝申し上げます

地域でつなぐキャリア教育

※中学生のインターンシップ期間中の10月に
は、受け入れ事業所に右の幟が掲出されます。

ほぼ同じ時期、三高生もお世話になります。

市
内
中
学
校
３
年
生
と
同
じ
10
月

三
刀
屋
高
校
１
年
生
も
お
世
話
に
な
り
ま
す

(

１
３
６
名)

ド
演
習
」
に
際
し
、
昨
年
度
は
受

講
生
33
人
を
市
内
９
団
体
が
受
け

入
れ
て
学
生
の
課
題
研
究
を
支
援

し
ま
し
た
。

新
た
に
出
雲
養
護
学
校
雲
南
分

教
室
へ
の
支
援
も
含
め
て
、
学
校

関
係
者
と
し
て
「
地
域
で
つ
な
ぐ

キ
ャ
リ
ア
教
育
」
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

と
め
た
も
の
で
、
自
然
科
学
、
歴

史
、
文
化
、
産
業
、
く
ら
し
―
―
、

総
延
長
１
５
３
㎞
の
一
級
河
川
・

斐
伊
川
を
、
幅
広
い
学
問
分
野
か

ら
紹
介
す
る
も
の
で
、
執
筆
陣
は

島
根
大
教
員
を
中
心
と
す
る
研
究

者
23
名
。
と
は
言
う
も
の
の
、
一

般
の
方
々
に
も
分
か
り
や
す
く
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
置

き
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み
く

だ
さ
い
。
７
月
号
で
は
、
表
紙
の

航
空
写
真
を
利
用
し
て
「
川
違
え
」

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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雲
南
会
（
卒
業
生
会
）
で
は

「
学
校
ま
る
ご
と
美
術
館
」
と
銘

打
っ
て
、
本
校
卒
業
生
を
中
心
に

寄
贈
し
て
い
た

だ
い
た
芸
術
作

ガンバレ三高生！雲南の巨匠と呼ばれるその日まで【文化部編】

神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
員
３
名
が
指
導

1961年(昭和３６年) 島根県雲南市（旧大原郡木次町）生れ

1980年(昭和５５年) 島根県立三刀屋高等学校 卒業

1982年(昭和５７年) 日春展（日展日本画部春季展）

初入選（〜2001年まで出品）13回入選

1984年(昭和５９年) 京都市立芸術大学 美術学部 日本画科 卒業

日展 初入選（〜2001年まで出品）14回入選

1986年（昭和６１年） 京都市立芸術大学大学院 美術研究科（日本画）修了

日春展奨励賞、京展市長賞、全関西美術展第１席 等受賞

京都日本画家協会新鋭選抜展、

次代を担う作家展（京都府主催）

海の祭典日本画展（大阪府主催）等招待出品

東京セントラル美術館日本画展

「日本画 きのう 京 あす」展

各種グループ展 出品

藤原正人日本画展１４回開催

アメリカ合衆国にて個展(2002)開催

ネパール・ヒマラヤ取材（2002～）

出雲大社絵馬原画制作（2011～）

写

真

美 術

創
立
90
周
年
記
念
事
業

品
を
校
内
に
展
示
し
て
い
る
。

こ
の
度
は
、
高
校
32
期
生
の
藤

原
正
人
様
よ
り
日
本
画
作
品
『
橋

の
風
景
』
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
会

議
室
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

加本奈央さん(2年)の写真作品「いまここか
ら」が雲南市報5月号の表紙を飾りました。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
５

月
２
日
（
金
）
に
本
校
で
開
催
し

た
『
芸
工
塾
』
は
、
神
戸
芸
術
工

科
大
学
が
芸
術
系
分
野
へ
の
進
学

を
視
野
に
入
れ
る
中
高
生
を
支
援

す
る
無
料
の
実
技
講
習
会
。

当
日
は
美
術
の
好
き
な
雲
南
市

内
の
中
学
生
23
名
、
本
校
の
ほ
か

松
江
・
出
雲
両
市
の
高
校
か
ら
も

40
名
の
高
校
生
が
参
加
し
、
約
４

時
間
を
か
け
て
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
の

技
術
を
磨
い
た
。

寄贈

会議室に飾られた作品『橋の風景』に見入る生徒

前号で紹介した春の桜まつりに向けた「うんなん

チャレンジプロジェクト」の写真部門の活動に参加
して撮った作品です。技術指導を受けて撮った作品
は、やはり素人の高校生の写真とは違いますネ。

初級の中学生はティッシュペーパー
に、高校生はペットボトルにも挑戦。

奥出雲町の島根リハビリテーション学院の入学

式が４月８日、カルチャープラザ仁多で行われま

した。三刀屋高校からは４人が入学しましたが、

理学療法学科に入学した渡部雛乃さんが新入生を

代表して「専門職としての知識や技術を身につけ

ていきたい」と誓いの言葉を述べました。

地元で卒業生も頑張ります

（５）第95号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）5月21日(木)
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さ
れ
た
渡
部
靖
弘
様
の
議
事
進
行

で
前
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算

報
告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
及
び

予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

(

会
則
上
、
承
認
の
場
は
評

当
日
は
「
情
報
モ
ラ
ル
講
演
会
」

(

１
、
２
年
生
対
象
、
保
護
者
も
聴
講)

(１年生はフレッシュマンセミナー代休日の4月27日)

３
年

広
島
平

和
公

園
周
辺

遠
足

に
行

っ
て

き
ま

し
た

２
年

蒜
山

高
原

セ
ン
タ
ー

中国横断自動車道尾道・松江線全通

インターチェンジの町の高校は遠出も大胆に

ご出席ありがとうございました

【
講
師
】

長
谷
川

陽
子
氏

（
情
報
教
育
ア
ナ
リ
ス
ト
）

■情報モラル講演会 9:55～

■寮生保護者会 12:30～

■ＰＴＡ総会 13:30～

■各学年保護者会 15:00～

■PTA生徒指導委員会兼人権・同和教育推進委員会 16:00～

PTA総会

5/9
(土)

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
当
日
の
午
前
中
は
、

体
育
館
で
１
、
２
年
生
対
象
の
情

報
モ
ラ
ル
講
演

会
を
開
催
し
、

保
護
者
の
皆
様

十
数
名
に
も
聴

講
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

保
護
者
や
学

校
評
議
員
等
の

皆
様
か
ら
も
毎

年
、
「
ス
マ
ホ
」

や
「
携
帯
」
の
利
用
に
つ
い
て
の

指
導
を
求
め
る
ご
意
見
は
多
く
、

近
年
は
今
回
の
よ
う
な
講
演
会
を

自
転
車
の
鍵
か
け
モ
ラ
ル
も
意
識
し
ま
し
ょ
う
！

議
員
会
で
す)

。

な
お
、
議
事
に
続
い
て
高
校
側

か
ら
は
平
成
26
年
度
学
校
評
価
結

果
、
学
校
状
況
報
告
に
つ
い
て
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

日
ご
欠
席
の
保
護
者
の
皆
様
は
、

お
子
様
を
通
じ
て
配
布
し
ま
し
た

総
会
資
料(

全
49
頁)

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
総
会
時
に
も
再
度
お
願

い
し
ま
し
た
「
緊
急
連
絡
用
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
」
の
登
録
に
つ
き
ま

し
て
も
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す(

毎
年
、
年
度
初
め
に
再

登
録
が
必
要
で
す)

。

13
時
半
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で

は
、
４
月
の
同
評
議
員
会(

兼
理

事
会)

で
す
で
に
新
会
長
に
選
出

今年度もお世話になります

長時間、

お疲れ様でした

継
続
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

去
年
の
１
年
生
対
象
の
講
演
と

同
じ
く
、
昨
年
度
ま
で
は
「Wi

l
l

さ
ん
い
ん
」
で
活
動
さ
れ
て
い
た

講
師
の
長
谷
川
陽
子
さ
ん
は
、
学

校
だ
け
で
も
全
国
で
５
０
０
か
所

以
上
で
講
演
を
重
ね
、
編
集
長
も

前
任
校
・
前
々
任
校
で
た
び
た
び

聴
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
学
校
で
も
共
通
す
る
の
は
、

真
剣
な
顔
つ
き
で
聞
き
入
る
生
徒

が
多
い
こ
と
で
す
。
居
眠
り
し
そ

う
な
生
徒
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

ス
マ
ホ
や
携
帯
を
め
ぐ
る
中
高
生

の
実
際
の
問
題
事
例
を
次
々
と
紹

介
し
な
が
ら
、
生
徒
に
自
身
の
問

題
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
意
識

さ
せ
る
長
谷
川
さ
ん
の
お
話
は
、

２
時
間
を
長
い
と
は
思
わ
せ
な
い

貴
重
な
時
間
で
す
。

本
校
と
同
じ
よ
う
に
、
近
年
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
を
兼
ね
て
「
情
報
モ

ラ
ル
講
演
会
」
を
実
施
す
る
学
校

が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
講
演
の

内
容
は
、
実
は
私
た
ち
大
人
よ
り

も
生
徒
の
方
が
理
解
が
進
ん
で
い

る
の
が
実
情
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ネ
ッ
ト
マ
ナ
ー
違
反
は
人
権
問

題
で
す
。
「
今
の
自
分
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
設
定
を
再
確
認
し
、
相
手
の

気
持
ち
を
考
え
た
ネ
ッ
ト
マ
ナ
ー

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
」
と
長
谷
川

さ
ん
は
呼
び
か
け
ま
す
。

毎
年
、
生
徒
が
本
当
に
真
剣
な
顔
つ
き
で
聞
き
入
る
講
演
で
す

安心安全な生活をめざす／意識から行動へ！が大切！

雲
南
警
察
署
か
ら
配
布
さ
れ
た
左
の
啓
発
用
チ

ラ
シ
に
あ
る
よ
う
に
、
「
鍵
の
か
か
っ
て
い
な
い

自
転
車
ば
か
り
が
盗
難
に
！
」
「
特
に
休
み
の
時

の
部
活
は
要
注
意
」
の
言
葉
は
、
学
校
関
係
者
と

し
て
も
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

盗
る
者
が
悪
い
の
は
絶
対
で
す
が
、
鍵
の
か
か
っ

て
い
な
か
っ
た
車
や
自
転
車
が
盗
ま
れ
て
犯
罪
に

利
用
さ
れ
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
無
施
錠
が
犯

罪
を
誘
発
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ

る
こ
と
も
意
識
し
て
、
鍵
を
か
け
る
こ
と
を
当
た

り
前
に
し
て
欲
し
い
で
す
ネ
。
鍵
か
け
は
モ
ラ
ル

の
問
題
で
あ
り
、
人
権
意
識
が
問
わ
れ
る
場
面
で

も
あ
り
ま
す
。

教職員は救急救命講習会も↑（中間試験中の5/11午後）

2015年（平成27年）5月21日(木) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第95号（６）



三
高
生
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

（７）第95号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）5月21日(木)

１学期末試験までの行事予定

日 曜 学校行事等 部活等

２２ 金

２３ 土

２４ 日

２５ 月 放送

２６ 火
1年スタディサポート
3年内科検診(3クラス)

２７ 水 眼科検診

２８ 木 2年歯科検診 演劇

２９ 金 県総体(前期) 書道

３０ 土 野球

３１ 日

日 曜 学校行事等 部活等

１ 月 教育実習開始

２ 火

３ 水

４ 木

５ 金 英検1次 県総体(後期)

６ 土 吹奏楽

７ 日 高P連総会

８ 月
総体報告会
演劇鑑賞
学習時間調査～14

９ 火
2年道徳教育LHR 3年学年集会
3年人権・同和教育LHR

１０ 水
6限授業 眼科検診
スポーツテスト

１１ 木
3年歯科検診
中高連絡会

自然科学

１２ 金 2年進路講演会・ 写真 放送

１３ 土
3年進研M・就職・公務員模試

保護者進路講演会
ソフトボール

１４ 日 3年進研M模試 柔道

１５ 月 避難訓練

１６ 火 生徒総会 身体測定

１７ 水 ＪＲＣ

１８ 木

１９ 金 試験発表 閉寮

２０ 土

２１ 日 開寮

２２ 月 スポーツテスト再検査

２３ 火

２４ 水 スポーツテスト再検査

２５ 木 6月27日の代休日 学校開放

２６ 金 期末試験1日目

２７ 土 期末試験2日目 大学等説明会

２８ 日 学校開放

２９ 月 期末試験3日目

３０ 火 期末試験最終日

３１ 水

出雲地区
吹奏楽祭

6 / 6 ( 土 )

中学校から高校、大学、一般までの吹奏

楽仲間が約40団体が出演します。

入
場
無
料

出 雲 市 民 会 館 大 ホ ール

発表順、三高の演奏

開始時刻等については

後日発表となります。

吹奏楽

6 / 8 ( 月 )

芸術鑑賞

本校体育館

13:15～15:40

掛高(掛合分校)との共
催で、出雲養護学校雲南

分教室の皆さんもご招待

しています。保護者の皆

様にもご案内しますが、

収容人数の関係から一般

の皆様はご遠慮願います。

5/28（水）は
チャレンジデー
今年の対戦相手は「秋田県鹿角市」

人口32,131人

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
、

毎
年
５
月
の
最
終
水
曜
日
に

世
界
中
で
実
施
さ
れ
て
い
る

住
民
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の
日
は
、

人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治

体
同
士
が
、
午
前
０
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
の
間
に
、
15

分
間
以
上
継
続
し
て
何
ら
か

の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た

住
民
の
『
参
加
率
（
％
）
』

を
競
い
合
い
ま
す
。
対
戦
相

手
に
敗
れ
た
場
合
は
、
相
手

自
治
体
の
旗
を
庁
舎
の
メ
イ

ン
ポ
ー
ル
に
１
週
間
掲
揚
し

相
手
の
健
闘
を
称
え
る
と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ー
ル
が
特

徴
で
す
。

（
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
Ｈ
Ｐ
）

今年は演劇



本
校
発
行
の
『
五
十
年
史
』

に
よ
れ
ば
、
「
日
中
戦
争
以
降

の
本
校
卒
業
者
の
戦
死
・
戦
病

死
者
は
、
判
明
し
て
い
る
だ
け

で
77
名
（
昭
和
50
年
調
査
）
に

達
す
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
20
年

３
月
迄
の
全
卒
業
者
の
９
．
４

％
に
も
及
ぶ
」
。
本
校
勤
労
動

員
中
、
最
も
悲
劇
的
だ
っ
た
名

古
屋
の
航
空
機
工
場
で
は
、
空

襲
に
よ
っ
て
引
率
教
諭
１
名
、

生
徒
４
名
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

終
戦
間
近
の
昭
和
20
年
５
月
の

こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
７
月
27

日
に
も
名
古
屋
で
二
人
が
犠
牲

と
な
っ
た
報
が
入
る
が
、
翌
28

日
に
は
、
山
陰
地
方
と
し
て
は

戦
時
中
最
大
規
模
の
空
襲
被
害

に
よ
っ
て
一
般
市
民
が
多
数
犠

牲
と
な
っ
た
（
７
月
号
で
紹
介

の
予
定
）
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

昭
和
19
年
の
サ
イ
パ
ン
陥
落

に
よ
っ
て
米
軍
機
に
よ
る
日
本

本
土
往
復
が
容
易
に
な
り
、
以

後
は
本
土
空
襲
が
頻
発
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
勤
労
動
員
が
強

化
さ
れ
る
の
と
並
行
し
て
、
都

会
地
で
は
学
童
の
集
団
疎
開
が

本
格
化
し
て
い
っ
た
。

昭
和
60
年
に
封
切
ら
れ
た
映

画
『
ボ
ク
ち
ゃ
ん
の
戦
場
』

（
監
督
／
大
澤
豊
、
出
演
／
前

田
吟

藤
田
弓
子
他
）
は
、
大
阪

か
ら
雲
南
市
加
茂
町
に
集
団
疎

開
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
を
描

い
た
作
品
だ
っ
た
。
実
際
の
疎

開
先
の
寺
院
と
は
異
な
る
が
、

撮
影
は
加
茂
町
大
竹
の
光
明
寺

で
行
わ
れ
、
映
画
用
に
作
成
し

た
「
大
阪
市
江
戸
堀
国
民
学
校

光
明
寺
寮
」
の
看
板
は
今
も
掲

げ
ら
れ
て
い
る
（
江
戸
堀
国
民

学
校
は
実
際
に
加
茂
町
に
疎
開

し
て
き
た
学
校
）
。
保
護
者
の

中
に
も
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出

演
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
映
画
の
中
に
は
戦
場
や

空
襲
の
シ
ー
ン
は
ほ
と
ん
ど
描

か
れ
な
い
が
、
戦
時
下
の
子
ど

も
た
ち
の
寂
し
さ
や
悲
し
み
、

戦
争
の
愚
か
さ
を
訴
え
か
け
て

く
る
。
戦
争
の
惨
さ
が
、
よ
り

弱
者
に
向
か
っ
て
い
く
も
の
だ

と
い
う
こ
と
も
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

２
月
に
亡
く
な
っ
た
童
話
作

家
の
巨
星
松
谷
み
よ
子
氏
は
こ

の
映
画
に
関
連
し
、
「
自
分
よ

り
弱
い
も
の
を
い
じ
め
る
。
自

分
と
同
じ
で
な
い
も
の
を
許
さ

な
い
。
そ
う
し
た
差
別
こ
そ
が

戦
争
へ
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
」
と
述
べ
て
い

る
。
ま
た
、
原
作
者
の
奥
田
継

夫
氏
は
「
集
団
疎
開
は
、
戦
争

が
子
ど
も
に
も
た
ら
し
た
地
獄

だ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
も
う
一

つ
、
子
ど
も
自
身
の
性
格
や
人

間
性
に
根
ざ
す
戦
場
が
あ
っ
た
。
」

と
述
べ
て
い
る
。

困
難
な
時
代
を
一
緒
に
生
き

抜
い
た
か
ら
こ
そ
の
厚
い
友
情

が
描
か
れ
や
す
い
戦
時
だ
が
、

『
ボ
ク
ち
ゃ
ん
の
戦
場
』
は
、

戦
争
が
大
人
だ
け
で
な
く
子
ど

も
達
も
変
え
て
し
ま
う
狂
気
の

空
間
と
化
す
こ
と
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
苦
労
を
と
も
に
し
た

仲
間
同
士
、
純
真
な
子
ど
も
た

ち
の
世
界
で
も
、
「
い
じ
め
」

は
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ

と
を
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

も
あ
っ
た
と
い
う
。

原
田
氏
は
「
今
日
、
違
っ
た

形
で
の
戦
場
が
子
ど
も
た
ち
に

大
き
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
も

語
っ
て
い
る
。
戦
場
も
い
じ
め

も
、
い
つ
し
か
忍
び
寄
る
恐
怖
。

今
も
将
来
も
、
子
ど
も
た
ち
が

傷
つ
く
こ
と
の
な
い
安
心
で
安

全
な
社
会
が
平
和
な
社
会
の
礎

と
意
識
し
た
い
。

第12回 『僕ちゃんの戦場』

忍び寄る戦場

三高91年物語
さ ん こ う
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間
も
な
く
高
体
連
体
育
系

部
活
動
の
年
間
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
、
県
高
校
総
体
を
迎
え

ま
す
。
悔
い
な
き
戦
い
と
は
、

「
持
て
る
力
を
最
大
限
発
揮

す
る
」
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
が
な
か
な
か
難

し
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
か
っ
て
体
調
管

理
に
も
万
全
を
期
し
て
く
だ

さ
い
。
応
援
の
声
も
力
と
し

て
、
三
高
生
の
健
闘
を
祈
り

ま
す
。

（
編
集
長
記
）

編
集

後
記

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

↑加茂町大竹の光明寺観音堂。奥
に見える建物が映画の寮の舞台。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
！
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い

旧制三刀屋中学の
学生が勤労動員で苦
しんだ同じ時期、もっ
と年少の子どもたち
の疎開先でも辛い時

間が流れていた。写
真は映画で使用され
今も掲げられる看板。

今
年
の
２
月
に
神
奈
川
県
川
崎

市
の
中
学
１
年
生
上
村
遼
太
く
ん

が
凄
惨
な
い
じ
め
を
受
け
て
亡
く

な
っ
た
事
件
の
ほ
か
、
近
年
の
中

高
生
を
と
り
ま
く
問
題
諸
事
例
に

お
い
て
、
担
任
以
外
に
相
談
を
受

入
れ
る
窓
口
が
十
分
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
校
で
は
、
中
央
で
の
長
期
専

門
研
修
を
受
け
た
１
名
を
含
め
、

３
名
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
を
保
健
室
に
配
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
と
同
じ

よ
う
に
高
校
に
も
外
部
か
ら
の

「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
が

毎
月
派
遣
さ
れ
、
訪
問
日
時
に
つ

い
て
は
保
護
者
の
皆
様
に
も
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
年

度
末
に
も
本
紙
で
紹
介
し
た
通
り
、

児
童
・
生
徒
等
を
対
象
と
し
た
各

種
相
談
窓
口
の
リ
ス
ト
を
掲
載
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
も
配
布
し
て

い
ま
す
。
ど
の
相
談
窓
口
の
方
も
、

生
徒
や
保
護
者
の
皆
様
の
声
に
、

真
剣
に
耳
を
傾
け
、
相
談
に
乗
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
名
も
配
置

保
健
室
の
先
生
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い

中学３年生と保護者の皆様のお越

しをお待ちしております！

明日の自分
に会える!?

ぶらっと三高をのぞいてみよう
↓

その縁を大切に
↓

それが君の運命となる

ご案内します

今年も三高ビジュアル系美男美女（自称）

がご案内します


